
第
16
回
少
年
少
女
の
詩「
江
間
章
子
賞
」 

入
賞
作
品（
敬
称
略
）

◎
江
間
章
子
賞　
◆
小
学
校
▼
低
学
年　

津
志
田
陸
斗（
寺
田
小
１
年
）「
お
ば
あ
さ

ん
」
▼
中
学
年　
小
野
寺
騎
良（
寺
田
小

３
年
）「
か
」
▼
高
学
年　
伊
藤
愛
唯（
柏

台
小
５
年
）「
き
こ
え
て
い
る
は
ず
な
の

に
き
こ
え
な
い
声
」
◆
中
学
校　
末
永
夏

貴（
一
関
第
一
高
付
属
中
２
年
）「
車
窓
」

◎
市
長
賞　
◆
小
学
校
▼
低
学
年　
渡
辺

瑛
大（
大
更
小
２
年
）「
ま
ほ
う
の
畑
」
▼

中
学
年　
工
藤
咲
花（
寺
田
小
３
年
）「
時

計
」
▼
高
学
年　
伊
藤
成
哉（
平
笠
小
６

年
）「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
」
◆
中
学
校　
安

保
星
奈（
安
代
中
３
年
）「
戦
争
」

◎
市
教
育
長
賞　
◆
小
学
校
▼
低
学
年　

工
藤
李
空（
柏
台
小
１
年
）「
ぼ
く
は
ダ
イ

バ
ー
」
▼
中
学
年　
佐
々
木
悠
奈（
寺
田

小
３
年
）「
ち
が
う
学
校
の
弟
」
▼
高
学

年　
高
橋
花
凛（
大
更
小
６
年
）「
言
葉
」

◆
中
学
生　
佐
々
木
七
海（
宮
古
市
立
第

一
中
２
年
）「
心
の
力
を
あ
り
が
と
う
」

■　

平
舘
が
「
生
ま
れ
故
郷
」

　

江
間
章
子
さ
ん
は
大
正
２
年
３
月
13

日
、
新
潟
県
高
田
市（
現
・
上
越
市
）で
生

ま
れ
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
間
も
な
く
、
大

正
４
年
に
父
が
急
逝
。
母
の
実
家
が
あ
る

平
舘
村
に
移
住
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
出
身
地
に
つ
い
て
江
間
さ
ん
は
、「
平

舘
が
私
の
生
ま
れ
故
郷
で
す
」と
、
よ
く

話
さ
れ
て
い
た
そ
う
で
す
。

　

江
間
さ
ん
は
、「
春
へ
の
招
待
」「
夏
の

思
い
出
」「
花
の
街
」を
は
じ
め
、
生
涯
を

通
し
、多
く
の
素
晴
ら
し
い
作
品
を
発
表
。

平
成
17
年
３
月
12
日
、
享
年
91
歳
で
息
を

引
き
取
ら
れ
ま
し
た
が
、
書
籍
や
詩
碑
な

ど
で
、
そ
の
世
界
観
が
今
に
伝
え
ら
れ
て

い
ま
す
。

■　

在
り
し
日
の
姿
懐
か
し
む

　

江
間
さ
ん
が
生
誕
し
、
こ
と
し
で

１
０
０
年
。
江
間
さ
ん
と
交
流
が
あ
っ
た

団
体
な
ど
が
、
そ
の
思
い
出
と
作
品
を
振

り
返
ろ
う
と
、記
念
行
事
を
行
い
ま
し
た
。

　
10
月
１
日
に
は
、
コ
ー
ラ
ス
グ
ル
ー
プ

に
し
ね
童
謡
を
歌
う
会（
松
舘
巖
会
長
）が

中
心
と
な
り
、碑
前
祭
を
開
催
し
ま
し
た
。

「
花
の
街
」詩
碑
が
あ
る
ポ
エ
ト
リ
ー
ガ
ー

デ
ン（
市
立
図
書
館
隣
）で
、
会
員
ら
約
30

人
が
、
江
間
さ
ん
作
詞
の
５
曲
を
合
唱
。

音
楽
に
合
わ
せ
、
歌
詞
の
美
し
さ
を
表
現

し
ま
し
た
。

　

同
月
13
日
に
は
、
市
山
岳
協
会（
髙
橋

時
夫
会
長
）が
主
催
し
、「
生
誕
１
０
０
年

記
念　
詩
碑
め
ぐ
り
ツ
ア
ー
」「
な
つ
か
し

の
映
像
に
思
い
を
寄
せ
る
集
い
」
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
ツ
ア
ー
に
は
、
市
内
外
の
約
60
人
が
参

加
。
市
内
に
建
て
ら
れ
て
い
る
詩
碑
６
カ

所
を
巡
り
、
同
協
会
員
ら
が
、
詩
に
込
め

ら
れ
た
思
い
や
建
立
の
経
緯
に
つ
い
て
説

明
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
集
い
で
は
、

記
録
映
像
を
上
映
。
参
加
者
は
、
江
間
さ

ん
と
本
市
と
の
深
い
つ
な
が
り
を
再
認
識

し
ま
し
た
。

■　

脈
々
と
受
け
継
ぐ
詩
の
心

　

市
で
は
、
11
月
３
日
、「
江
間
章
子
生

誕
１
０
０
年
記
念
事
業
」を
西
根
地
区
市

民
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
江
間
さ
ん
の
功
績
を
映
像
や

作
品
の
歌
唱
で
紹
介
。
江
間
さ
ん
の
親
族

で
、
関
東
に
在
住
す
る
荒
木
瑛
子
さ
ん

（
二
女
）と
成
田
敦
子
さ
ん（
三
女
）も
来
場

し
、
在
り
し
日
の
江
間
さ
ん
を
し
の
び
ま

し
た
。ま
た
、第
16
回
少
年
少
女
の
詩「
江

間
章
子
賞
」授
与
式
も
行
わ
れ
、
応
募
総

数
３
９
１
編
か
ら
選
ば
れ
た
３
部
門
12
人

に
、
成
田
さ
ん
ら
か
ら
表
彰
状
な
ど
が
贈

ら
れ
ま
し
た（
受
賞
者
と
作
品
名
は
下
の

名
誉
市
民 

江
間
章
子
さ
ん 

生
誕
１
０
０
年
迎
え
る

　
思
い
出
を
振
り
返
り
記
念
行
事

ありがとう 江間さん

大
正
２
年

　
　
４
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９
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７
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４
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５
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６
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７
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８
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年
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年

３
月
13
日
、
新
潟
県
高
田
市（
現
・
上
越
市
）

で
、
陸
軍
大
尉・
長
谷
川
勝
三
郎
と
妻
リ
ツ

の
長
女
と
し
て
出
生

父
急
逝
。
平
舘
村（
現
在
の
平
舘
地
区
）の
母

の
実
家（
高
橋
家
）に
移
住
。
以
後
、
こ
の
地

を
出
身
地
と
す
る
。

平
舘
尋
常
高
等
小
学
校
に
入
学
。

静
岡
県
へ
転
居
。
静
岡
県
立
静
岡
高
等
女
学

校
に
入
学

国
際
問
題
研
究
所
に
勤
務

第
１
詩
集「
春
へ
の
招
待
」（
Ｖ
Ｏ
Ｕ
出
版

社
）。
ジ
ャ
ン
・
コ
ク
ト
ー
と
交
流

平
舘
村
に
疎
開（
３
月
）。
終
戦
、
帰
京
。

「
夏
の
思
い
出
」Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ
ジ
オ
歌
謡
で
放
送

Ｎ
Ｈ
Ｋ「
婦
人
の
時
間
」で「
花
の
街
」発
表

西
根
第
一
中
学
校
校
歌
を
作
詞（
１
月
24
日

制
定
）

平
舘
小
学
校
創
立
１
０
０
周
年
記
念
賛
歌
を

作
詞（
７
月
１
日
制
定
）

「
ベ
コ
の
舌
」「
水
と
風
」詩
碑
建
立（
７
月
30

日
、焼
走
り
キ
ャ
ン
プ
場
・
平
舘
公
民
館
前
）

西
根
第
一
中
学
校
校
歌
歌
碑
建
立

東
京
都
世
田
谷
区
名
誉
区
民

「
ハ
ナ
コ
」詩
碑
建
立（
11
月
２
日
、
い
こ
い

の
村
岩
手
）

「
夏
の
思
い
出
」詩
碑
建
立（
８
月
23
日
、
群

馬
県
片
品
村
）

西
根
町
名
誉
町
民
伝
達
式（
11
月
２
日
、
西

根
町
役
場
）

「
花
の
街
」詩
碑
建
立（
10
月
１
日
、
ポ
エ
ト

リ
ー
ガ
ー
デ
ン
）

第
１
回
少
年
少
女
の
詩
「
江
間
章
子
賞
」
授

与
式
に
出
席（
10
月
21
日
、西
根
町
民
体
育
館
）

「
江
間
章
子
全
詩
集
」出
版（
宝
文
館
出
版
）

３
月
12
日
、
午
前
５
時
49
分
、
東
京
都
内
の

病
院
で
死
去
。
享
年
91
歳

西
根
町
名
誉
町
民
・
故
江
間
章
子
さ
ん
を
し

の
ぶ
会
（
５
月
17
日
、
西
根
町
民
体
育
館
）

市
名
誉
市
民（
９
月
１
日
、
３
町
村
合
併
に

よ
る
）

「
し
ぐ
れ
る
山
」詩
碑
建
立（
４
月
、
七
時
雨

地
区
体
験
観
光
施
設
前
）

江
間
章
子
さ
ん
の
生
涯
と
足
跡

と
お
り
）。

　
そ
の
後
、
入
賞
者
が
作
品
を
朗
読
。
出

席
者
は
、
感
性
豊
か
な
詩
の
内
容
に
聞
き

入
り
、
事
業
の
最
後
に
は
、
来
場
者
全
員

で
「
夏
の
思
い
出
」
を
合
唱
し
、
江
間
さ

ん
の
功
績
を
た
た
え
ま
し
た
。

江間さんが作詞した校歌を合唱する西
根第一中学校の生徒

碑前祭で合唱を披露（10 月 1 日、
ポエトリーガーデン）

詩碑めぐりツアーで説明を受ける
参加者の皆さん（10月13 日、焼走
りキャンプ場）

作品と功績を紹介した「江間章子の
世界展」（10月13日、西根地区市民
センター）

花束を受け取る江間さんの親族の荒木
瑛子さん（手前右）と成田敦子さん【11
月３日、西根地区体育館】

映像で江間さんをしのぶ出席者（11
月３日、西根地区体育館）

多
く
の
作
品
と
功
績
を
残
し
た
名
誉
市
民
の
江
間
章
子
さ
ん

※
主
な
も
の
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　
市
の
名
誉
市
民
で
あ
る
故
江
間
章
子
さ
ん
の
生
誕

か
ら
１
０
０
年
を
迎
え
た
こ
と
し
、
市
内
で
各
種
記

念
行
事
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
行
事
で
は
、
多
く
の
人

が
江
間
さ
ん
と
の
思
い
出
を
振
り
返
っ
た
ほ
か
、
あ

ら
た
め
て
そ
の
功
績
の
大
き
さ
を
知
り
ま
し
た
。

0203 No.186◎2013．12． 5


